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寒
川
神
社
で
は
、
九
月
二
十
日
に
例
祭
、
前
日
の
十
九
日

に
流
鏑
馬
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
例
祭
は
、
各
神
社
で

毎
年
行
わ
れ
る
祭
祀
の
中
で
最
も
重
要
と
さ
れ
、
特
別
な
由

緒
の
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
▼
寒
川
神
社
に
於
い
て
そ
の
特
別

な
由
緒
と
は
、
明
治
四
十
四
年
三
月
発
刊
の『

寒
川
神
社
誌』

に
よ
る
と
神
階
昇
進
に
対
す
る
祝
祭
で
す
。
十
九
日
の
流
鏑

馬
神
事
は
貞
観
十
一
年

(

八
六
九)

に
お
け
る
従
四
位
上
、

二
十
日
の
例
祭
は
元
慶
八
年

(

八
八
四)

に
お
け
る
正
四
位

下
の
祝
祭
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

承
和
十
三
年

(

八
四
六)

に
初
め
て
神
階
を
賜
り
、
以
後
順

次
昇
階
し
建
仁
元
年

(

一
二
〇
二)

最
上
位
の
正
一
位
を
授

か
っ
て
い
ま
す
▼
近
年
の
日
本
人
は
、
情
・
家
族
愛
、
企
業

等
も
含
め
て
の
仲
間
意
識
・
連
帯
感
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す

少
し
前
ま
で
は
、｢

慶
事
・
弔
事
、
盆
・
暮
・
正
月
位
い
し

か
皆
で
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
な
い
ね
。｣

な
ど
と
云
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
親
族
間
で
も
顔
合
わ
せ
の
機
会
が

少
な
く
、
名
前
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
い
人
が
居
る
の
も
現
状
で

し
ょ
う
▼
皆
様
方
に
は
、
各
家
庭
・
組
織
に
お
い
て
も
各
人

が
記
念
の
日
を
一
つ
一
つ
見
直
し
、
常
に
ル
ー
ツ
を
念
頭
に

置
き
、
○
○
家
の
家
風
・
風
習
・
個
人
の
誕
生
日
、
○
○
会

社
の
社
風
・
創
立
記
念
日
等
、
各
種
記
念
日
を
再
認
識
し

人
生
に
し
っ
か
り
と
節
目
を
つ
け
、
張
り
を
持
っ
た
日
々
を

過
ご
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を
契
機
に
国
民

の
祝
日
の
意
義
を
各
人
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、
日
本
人
ら
し
さ

の
再
発
見
に
つ
な
が
り
、
連
帯
感
が
芽
生
え
、
愛
国
心
を
蘇

ら
せ
、
大
和
心
を
次
世
代
へ
橋
渡
し
を
す
る
事
が
で
き
ま
す

▼
例
祭
は
云
わ
ば
神
社
最
大
の
記
念
日
で
す
。
神
階
を
い
た

だ
い
た
当
時
の
悦
び
を
忘
れ
ず
に
感
動
を
新
た
な
も
の
と
し

て
、
御
神
徳
の
更
な
る
発
揚
に
努
め
、
日
本
の
良
き
伝
統
・

風
習
を
後
世
へ
語
り
継
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
寒
川
神

社
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
神
職
と
し
て
切
に
感
じ

ま
す
。

(

水
谷
智
賢)
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終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十
五
日
、
先
の
大
戦
に
て
祖
国
を
護
る

べ
く
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
を
始
め
、
平
和
の
世
を
願
い
辛
苦

に
耐
え
つ
つ
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
戦
争
犠
牲
者
の
数
百
万
柱
の
御
霊

を
お
慰
め
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る

｢

相
模
薪
能｣

が
開
催
さ

れ
、
千
五
百
名
を
超
え
る
観
覧
者
は
能
楽
師
に
よ
る
幽
玄
の
世
界
を

堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

静
寂
に
響
き
渡
る
蝉
し
ぐ
れ

の
中
、
薪
能
の
開
催
を
御
神
前

に
奉
告
す
る
祭
事
が
本
殿
で
斎

行
さ
れ
、
同
時
に
舞
台
の
四
方

が
祓
い
清
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後

｢

火
入
れ
式｣

が
行

わ
れ
、
御
神
火
が
篝
火
に
灯
さ

れ
る
と
、
開
会
宣
言
で
あ
る

｢

僉
議｣

が
、
奉
行
で
あ
る
茅

ヶ
崎
市
長
服
部
信
明
氏
、
副
奉

行
で
あ
る
寒
川
町
商
工
会
会
長

島
村
繁
氏
、
本
年
新
た
に
茅
ヶ

崎
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
さ

れ
た
山
口
利
通
氏
に
よ
り
奉
仕

さ
れ
、
演
能
に
入
り
ま
し
た

本
年
は
、
四
十
五
回
を
記
念

し
、
寒
川
神
社
の
青
少
年
育
成

活
動
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す｢

寒
川
神
社
少
年
館｣

の
館
生
十
五
名
が
、
能
二
番
に

出
演
し
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に

触
れ
ま
し
た
。

館
生
は
、
予
想
を
超
え
る
大

勢
の
観
客
を
目
に
し
、
今
ま
で

に
無
く
緊
張
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
鎌
倉
能
舞
台
理
事
、
中

森
貫
太
師
に
数
か
月
に
亘
り
稽

古
を
付
け
て
頂
い
た
成
果
を
発

揮
し
、
無
事
に
大
役
を
努
め
上

げ
ま
し
た
。

当
日
は
能

｢

江
野
島｣

・｢

鞍

馬
天
狗｣

の
二
曲
が
中
森
貫
太

観
世
喜
正
・
殿
田
謙
吉
各
氏
、

狂
言

｢

口
真
似｣

が
野
村
萬
斎

氏
等
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
観
衆

は
そ
の
熟
練
さ
れ
た
迫
真
あ
る

演
技
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送

り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
演
を
迎

え
ま
し
た
。

�
能

｢

江
野
島｣
�
狂
言

｢

口
真
似｣

�
少
年
館
生
演
ず
る
花
見
稚
児

�
能

｢

鞍
馬
天
狗｣
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終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十

五
日
の
正
午
、
末
社
宮
山
神
社

の
境
内
に
建
つ
平
和
の
塔

｢

和

光｣

の
前
に
て
平
和
祈
願
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

｢

和
光
の
塔｣

は
、
永

遠
な
る
平
和
を
願
い
、
宮
山
住

民
の
総
意
で
建
立
さ
れ
た
碑
で

当
日
は
、
責
任
役
員
、
正
副
総

代
長
、
宮
山
住
民
の
方
々
が
参

列
し
、
戦
没
者
に
慰
霊
の
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
世
界
の
恒

久
平
和
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
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八
月
二
十
一
日
寒
川
、
茅
ヶ

崎
地
区
の
中
学
校
音
楽
教
師
の

研
修
会
が
当
神
社
で
行
わ
れ

｢

雅
楽｣

に
つ
い
て
研
修
致
し

ま
し
た
。

当
日
は
十
八
名
の
先
生
が
訪

れ
、
職
員
か
ら
楽
器
や
楽
譜
・

曲
の
解
説
を
受
け
た
後
、
雅
楽

演
奏
を
聴
き
、
更
に
楽
器
に
も

触
れ
て
頂
い
た
り
と
、
雅
楽
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た

今
後
の
生
徒
指
導
に
少
し
で

も
役
立
て
て
頂
き
た
く
存
じ
ま

す
。

本
年
も
國
學
院
大
學
・
皇
學

館
大
学
の
両
校
よ
り
八
名
の
学

生
を
迎
え
、
神
社
実
習
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
習
は
、
各
神
社
に
て

実
際
に
奉
仕
を
す
る
こ
と
で

神
職
と
し
て
の
自
覚
や
心
構
え

を
培
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
社
頭
の
実
務
、
薪
能

奉
仕
、
禊
行
事
の
神
務
実
習
の

他
、
病
院
や
神
恵
苑
の
施
設
見

学
、
青
少
年
育
成
等
、
寒
川
神

社
な
ら
で
は
の
社
会
活
動
に
も

参
加
致
し
ま
し
た
。

実
習
生
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

宮
山
西
下
子
供
会
に
よ
る
夏

休
み
子
供
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
八

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
達
は
早
朝
境
内
に
集
合

ラ
ジ
オ
に
併
せ
元
気
よ
く
体
操

を
行
い
、
全
員
で
参
拝
を
し
た

後
境
内
を
清
掃
し
ま
し
た
。

最
終
日
ま
で
休
ま
ず
続
け
て

頑
張
っ
た
子
供
に
は
、
神
社
よ

り
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、｢

有

難
う｣

と
嬉
し
そ
う
に
頂
い
て

い
ま
し
た
。

▲青少年育成活動に参加する実習生
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青
少
年
活
動
だ
よ
り

八
月
五
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、

発
団
四
十
周
年
記
念
キ
ャ
ン
プ
を
沖

縄
県
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
当
団
が
寒
川
神

社
の
青
少
年
育
成
活
動
の
一
環
と
し

て
昭
和
四
十
八
年
に
発
団
以
来
、
昨

�
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年
で
四
十
周
年
を
迎
え
た
為
、
昨
年

六
月
の
記
念
式
典
と
共
に
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

初
日
は
那
覇
に
到
着
後
首
里
城
を

見
学
し
、
宿
泊
地
で
あ
る
名
護
青
少

年
の
家
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
予
定

し
て
い
た
野
営

と
野
外
炊
事
は

台
風
接
近
の
為

残
念
な
が
ら
中

止
と
致
し
ま
し

た
が
、
夜
に
は

雲
も
途
切
れ
、

夜
間
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
暗
闇

の
中
で
虫
の
音

や
鳥
の
声
を
聞

き
星
空
も
観
察

す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

二
日
目
は
、

慶
佐
次
川
を
カ

ヤ
ッ
ク
で
遡
り

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
森
の
中
で
ウ

ミ
ヘ
ビ
、
カ
ニ

を
は
じ
め
数
々

の
生
き
物
を
発

見
し
、
ヤ
ン
バ
ル
の
川
の
自
然
を
堪

能
し
た
後
、
残
る
二
日
間
の
宿
で
あ

る
宜
野
座
村
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

夕
食
後
は
地
元
の
宜
野
座
中
学
二
年

生
の
大
城
茉
綸
さ
ん
と
師
匠
の
屋
良

常
雄
さ
ん
に
お
願
い
を
し
、
三
線
で

の
沖
縄
伝
統
音
楽
を
楽
し
み
、
最
後

は
全
員
で

｢
島
唄｣

を
合
唱
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
城
さ
ん
が
ス
カ
ウ

ト
達
と
同
年
代
の
為
、
演
奏
後
も
記

念
写
真
を
撮
っ
た
り
話
を
し
た
り
と

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
思
わ
ぬ
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
午
前
中
に
真
栄
田
岬

で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、

午
後
は
美
ら
海
水
族
館
へ
と
移
動
、

巨
大
な
黒
潮
の
海
の
水
槽
で
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
の
餌
付
け
を
見
学
し
た
後
、

イ
ル
カ
シ
ョ
ウ
で
は
訓
練
さ
れ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
魅
了
さ
れ
、
最
後

に
水
槽
前
で
イ
ル
カ
か
ら
の
水
掛
け

の
歓
迎
を
受
け
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り

な
が
ら
宿
舎
へ
戻
り
、
夜
は
キ
ャ
ン

ド
ル
フ
ァ
イ
ア
ー
を
行
い
、
班
毎
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
那
覇
市
に
戻
り
、
四
日

間
の
天
候
に
感
謝
し
つ
つ
沖
縄
県
第

一
の
神
社

｢

波
上
宮｣

に
正
式
参
拝

を
し
、
琉
球
王
国
時
代
か
ら
の
神
社

の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

折
し
も
大
型
の
台
風
十
一
号
が
接

近
す
る
中
で
の
実
施
と
な
り
、
日
程

が
無
事
に
こ
な
せ
る
か
否
か
の
判
断

を
当
日
に
行
い
、
行
程
の
変
更
を
し

な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た

が
、
予
定
し
た
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
う
事
が
出
来
、
参
加
者
全
員
に

と
っ
て
思
い
出
に

残
る
有
意
義
な

四
日
間
と
な
っ
た

事
で
し
ょ
う
。

�
守
礼
門
に
て

▲マングローブカヤック

▲晴天に恵まれシュノーケリング

▲本日の出し物は何ですか？

�
大
城
さ
ん
と
中
二
ス
カ
ウ
ト
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今
年
の
錬
成
会
は
、
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
い
七
十
四
名
の
館

生
が
参
加
し
、
去
る
七
月
二
十

八
日
・
二
十
九
日
に
か
け
て
山

梨
県
八
ヶ
岳
に
て
実
施
し
た
。

バ
ス
二
台
に
分
乗
し
て
予
定

通
り
出
発
し
た
が
、
中
央
道
の

事
故
渋
滞
に
遭
い
最
初
の
目
的

地
、
甲
斐
国
一
宮
・
浅
間
神
社

に
は
二
時
間
遅
れ
で
到
着
し
た

早
速
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
頂
き

寒
川
神
社
旧
職
員
植
松
氏
の
ご

子
息
の
案
内
に
よ
り
富
士
山
の

神
様
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

宿
泊
先
の

｢

八
ヶ
岳
少
年
自

然
の
家｣
で
は
、
昼
食
後
広
大

な
森
と
草
原
を
利
用
し
た
冒
険

ハ
イ
ク
に
挑
戦
し
、
各
班
協
力

し
て
ス
リ
ル
と
達
成
感
を
味
わ

っ
た
。
夜
に
は
、
懐
中
電
灯
で

目
印
を
探
し
な
が
ら
真
っ
暗
な

森
の
中
を
探
険
。
恐
怖
心
を
抑

え
な
が
ら
抜
け
た
後
に
は
満
天

の
星
空
が
迎
え
て
く
れ
た
。

翌
日
は
、
ク
ラ
フ
ト
を
行
い

昼
食
に
は
そ
ば
打
ち
を
体
験
。

不
揃
い
で
は
あ
っ
た
が
自
分
達

で
作
っ
た
そ
ば
を
美
味
し
く
味

わ
っ
た
。
そ
の
後
、
県
立
リ
ニ
ア

見
学
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
、
ス
ク

リ
ー
ン
や
展
示
物
に
よ
る
リ
ニ

ア
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ

今
回
、
異
学
年
の
班
を
纏
め

上
げ
た
六
年
生
班
長
の
成
長
ぶ

り
と
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て

全
員
が
逞
し
く
な
っ
て
帰
館
で

き
な
音
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

一
年
生
に
は
、
初
め
て
の
少

年
館
で
の
宿
泊
体
験
が
大
き
な

自
信
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
年
で
少
年
館
で
は
三
回
目

と
な
る

｢

第
十
回
ま
ほ
ろ
ば
首

都
圏
小
学
生
合
宿｣

が
、
去
る

八
月
五
日
・
六
日
の
日
程
で
開

催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ほ

ろ
ば
教
育
事
業
団
に
よ
る
も
の

で
、
当
館
館
生
六
名
と
、
県
内
を

始
め
東
京
な
ど
か
ら
十
四
名
の

小
学
生
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

｢

伝
統
文
化
に
親
し
み
、
故

郷
の
偉
人
に
学
ぼ
う
！｣

と
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
道
徳
教
材
に
も
登

場
す
る
神
奈
川
の
偉
人
・
二
宮

金
次
郎
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績

や
残
し
た
和
歌
等
か
ら
自
分
た

ち
の
心
の
在
り
方
を
学
ん
だ
。
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今
回
六
十
四
点
の
作
品
を
出

品
し
た
全
国
学
校
秀
作
美
術
展

の
見
学
と
授
賞
式
に
、
去
る
七

月
二
十
六
日
東
京
都
美
術
館
を

訪
ね
た
。

上
野
公
園
内
に
佇
む
立
派
な

美
術
館
に
展
示
し
て
あ
る
自
分

の
作
品
に
驚
き
な
が
ら
見
学
し

た
り
、
他
の
学
校
児
童
の
作
品

と
見
比
べ
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

そ
の
後
国
立
科
学
博
物
館
を
見

学
し
、
入
賞
者
は
別
れ
て
授
賞

式
に
臨
ん
だ
。
大
勢
の
方
々
が

見
守
る
中
壇
上
に
上
が
り
、
賞

状
と
記
念
品
を
戴
い
た
。

�
�

	



�
�
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�

�
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本
年
も
八
月
十
七
日
・
十
八

日
に
か
け
て
、
恒
例
の

｢

夏
の

お
泊
り
会｣
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
と
相
模
原
市

立
博
物
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
鑑
賞
し
、
宇
宙
開
発
の
こ
と

や
星
座
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

翌
朝
は
恒
例
の
座
禅
で
身
を

引
き
締
め
、
ク
ラ
フ
ト
で
は

｢

ぶ
ん
ぶ
ん
蝉｣

を
作
製
し
、

境
内
で
鳴
く
蝉
に
負
け
じ
と
大

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

神
奈
川
県
神
社
庁
主
催
の
書

道
展
・
絵
画
展
に
本
年
も
多
く

の
作
品
を
出
品
し
、
書
道
展
に

二
名
、
絵
画
展
に
は
九
名
の
作

品
が
入
賞
・
入
選
し
ま
し
た
。

そ
の
授
賞
式
が
去
る
八
月
十

九
日
、
横
浜
・
杉
田
劇
場
で
行

わ
れ
、
家
族
と
共
に
出
席
し
賞

状
と
記
念
品
を
頂
き
ま
し
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で
壇
上
に

上
が
り
、
賞
状
を
受
け
た
後
は

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
り

ま
し
た
。
今
後
、
更
な
る
上
位

を
目
指
し
講
座
に
取
組
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

き
た
こ
と
で
、
今
後
の
活
躍
に

つ
な
が
る
錬
成
会
と
な
っ
た
。
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Ｉ
Ｃ
Ｒ
報
告
書
で
は
、
が
ん
予

防
目
的
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
摂

取
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
な
い

と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
ま
で

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
葉
酸
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
12
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄

カ
ロ
テ
ン
類
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

な
ど
有
効
性
が
検
討
さ
れ
た
が

�
�
�
�
�
�
�
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�
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薬
と
は
薬
事
法
と
い
う
厳
し

い
法
律
に
基
づ
き
、
人
間
が
服

用
し
た
場
合
の
有
効
性
や
安
全

性
を
厳
密
な
基
準
で
確
認
し
た

上
で
、
厚
生
労
働
省
が
認
可
し

た
も
の
。
ま
た
、
許
可
さ
れ
た

も
の
以
外
は
効
能
／
効
果

(

例

え
ば
が
ん
が
小
さ
く
な
る)

を

表
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
わ
ゆ
る
�
ト
ク
ホ
�
と
は
、

生
理
的
働
き

(

例
え
ば
お
腹
の

調
子
を
整
え
る)

が
あ
る
も
の

で
、
医
学
的
、
栄
養
学
的
に
期

待
で
き
、
厚
生
労
働
省
が
指
定

し
た
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
医

薬
品
の
よ
う
な
厳
し
い
基
準
で

効
果
や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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近
年
、
日
本
で
乳
が
ん
が
増

え
て
い
る
の
は
、
食
生
活
の
欧

米
化
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
世
界
が
ん
研
究
基
金

(

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｆ)

と
ア
メ
リ
カ
が

ん
研
究
所

(

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｒ)

が

�
食
事
、
栄
養
と
運
動
の
が
ん

の
予
防
に
関
す
る
報
告
書
�

(

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｆ
／
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
報
告

書)

を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
世

界
で
最
も
信
頼
性
の
高
い
報
告

書
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告

書
と
日
本
で
の
研
究
結
果
を
基

に
説
明
す
る
。

(
)
：

閉
経
後
女
性
の
発
が
ん

リ
ス
ク
を
上
げ
る
が
、
閉
経
前

女
性
に
は
リ
ス
ク
が
減
少
す
る

閉
経
前
女
性
の
リ
ス
ク
軽
減
に

関
し
て
原
因
が
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
肥
満
は
様
々
な
生
活

習
慣
病
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
確

実
に
増
や
す
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。

*
+
,
-
+
：

日
本
人
に
関
す

る
デ
ー
タ
ー
は
少
な
く
結
論
は

ま
だ
な
い
が
、
飲
む
量
が
増
え

る
ほ
ど
確
実
に
発
が
ん
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
。
一
日
飲
む
量
と

し
て
、
日
本
酒
な
ら
一
合
、
ビ
ー

ル
な
ら
中
ジ
ョ
ッ
キ
一
杯
、
ワ

イ
ン
な
ら
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
二
杯

ま
で
な
ら
大
丈
夫
だ
そ
う
だ

.
/
�
�
0
1
2
3
4
5
$
：

食
品
か
ら
の
摂
取
で
リ
ス
ク
が

低
く
な
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
摂
取
で
は
証
明

さ
れ
て
い
な
い
。
通
常
の
食
品

か
ら
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
摂
る
よ

う
に
心
が
け
よ
う
。

�
6
�
：

発
が
ん
リ
ス
ク
を
下

げ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
牛
乳

そ
の
も
の
の
関
連
性
は
わ
か
ら

な
い
。
ま
た
、
乳
製
品
全
般
摂

取
し
た
ほ
う
が
リ
ス
ク
を
下
げ

る
と
の
報
告
も
あ
る
。
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平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
九
日(

月)

午
後
二
時
〜
三
時

�

�

寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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副
病
院
長

栗

田

啓

司

!
"
#

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院

�
�

吉
田
兼
好
は

『

徒
然
草』

に
て
�
月
は
満
月
ば
か
り
見
る
も
の
で
な
く

見
る
事
が
出
来
な
い
雨
の
日
に
月
を
恋
う
の
が
良
い
�
と
外
形
の
み
で

な
く
内
面
に
満
ち
る
情
趣
を
味
わ
う
余
情
美
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。

｢

現
実
を
媒
介
に
心
の
世
界
を
映
す
。｣

皆
様
、
心
の
栄
養
足
り
て
ま
す
か
？

����
����

����
����

����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
長

月

�
�

�

�
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医

師

赤
塚

正
洋

看
護
師

永
田

由
貴

薬
剤
師

島
村

梓

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
一
日
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御
由
縁
深
き
例
祭
に
あ
た
り

祓
所
に
て
修
祓
に
臨
む
祭
員
等

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
こ
の
歌
は

詠
み
人
知
ら
ず
で
江
戸
時
代
の
作

自
在
に
言
葉
を
繰
り
、
遊
び

楽
し
む
。実
に
心
豊
か
な
歌
で
あ
る

｢
月
月
に
月
見
る
月
は
多
け
れ
ど

月
見
る
月
は
こ
の
月
の
月｣

男
と
は
寡
黙
が
よ
ろ
し
冷
奴

飛
石

槿
花

北
枕
な
ど
と
は
言
わ
ず
三
尺
寝

金
指

月
光

仏
飯
の
乾
び
き
っ
た
る
大
暑
か
な

根
岸

君
子

寄
席
は
ね
て
帰
る
小
路
や
夜
の
秋

菅
沼
う
め
の

叩
か
れ
て
見
初
め
ら
れ
た
る
大
西
瓜

菅
沼

保
幸

夜
の
秋
妻
か
ら
匂
う
サ
ロ
ン
パ
ス

松
村

信
篤

夕
端
居
並
ぶ
背
中
の
瓜
二
つ

松
本
美
智
子

住
職
が
括
り
て
お
り
ぬ
乱
れ
萩

浦
野

房
子

隣
に
も
孫
の
声
せ
り
夏
休
み

岩
田
美
代
子

縦
の
物
横
に
も
出
来
ぬ
極
暑
か
な

宮
入

つ
る

縄
ほ
ど
の
河
馬
の
尻
尾
の
昼
寝
か
な

芹
澤

徳
光

揚
げ
花
火
素
足
あ
ず
け
て
夜
の
芝
生

伊
藤

公
一

海
の
日
の
海
鳥
は
み
な
沖
を
向
く

露
木
て
る
子

御
巣
鷹
の
慰
霊
の
山
や
露
の
朝

原
野

楽
天

命
中
は
な
か
な
か
出
来
ぬ
西
瓜
割

竹
村
真
砂
美

和
菓
子
屋
の
南
部
風
鈴
鳴
り
に
け
り

倉
谷

節
子

道
化
た
る
姿
フ
ェ
ン
ス
の
茘れ

い

枝し

か
な

三
輪

恭
子

働
く
も
遊
ぶ
も
好
き
と
梅
を
干
す

金
子

つ
ぢ

草
を
刈
る
老
農
鎌
を
し
ゃ
り
し
ゃ
り
と

皆
川
志
ん
ご

闇
迫
る
中
洲
に
騒
ぐ
行
々
子

天
沼

子
平

早
朝
の
白
砂
に
乱
舞
浜
降
祭

四
ッ
車
梢
月

���
���

���
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こ
ぼ
れ
種
の
小
さ
き
苗
の
つ
ぼ
み
開
く
今
朝
の
一
輪
朝
顔
の
赤

宮
治
友
美
枝

新
じ
ゃ
が
を
レ
ン
ジ
で
六
分
ほ
っ
く
り
と
田
舎
の
土
の
香
り
味
わ
う

徳
江

道
子

夫
と
吾
の
七
十
三
年

終
り
の
時
の
今
を
こ
よ
な
く
心
の
通
う

宇
田
川
時
子

頭
あ
げ
パ
ク
パ
ク
口
あ
け
競
い
あ
う
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
可
愛
い
い
動
き

土
屋
ト
ミ
子

空
見
れ
ば
積
乱
雲
が
頭
の
上
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
恐
さ
の
よ
ぎ
る

浜
田

寿
子

子
が
失
く
せ
り
財
布
ポ
ス
ト
に
も
ど
り
た
る
福
が
き
た
れ
る
初
出
勤
日

山
口

幸
子

き
ら
ら
な
る
紫
陽
花
・
バ
ラ
の
花
に
酔
い
初
夏
を
楽
し
む
強
羅
公
園

山
根
喜
美
代

青
青
と
早
苗
色
づ
く
畦
道
に
片
足
で
立
つ
白
鷺
一
羽

亀
山

文
子

ア
ジ
サ
イ
十
輪
な
か
に
一
際
目
を
引
く
は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
の
青
き
ム
ラ
サ
キ

安
藤

慧

千
枚
田
見
上
げ
る
大
山
美
し
く
早
苗
を
渡
る
風
も
爽
や
か

川
島
惠
美
子

早
苗
田
は
忽
ち
色
ま
し
た
く
ま
し
く
水
面
に
葉
影
お
ど
ら
せ
て
お
り

天
利

春
枝

や
う
や
く
に
花
ひ
ら
き
た
る
朝
顔
の
瑠
璃
い
ろ
の
声
く
れ
な
ゐ
の
声

平
澤
ま
さ
え

ぬ
か
漬
に
納
豆
み
そ
汁
こ
れ
が
一
番
旅
よ
り
も
ど
り
わ
が
家
の
食
事

稲
垣

武
子

田
に
水
の
入
り
て
早
苗
の
育
ち
ゆ
く
緑
を
ゆ
ら
す
水
無
月
の
風

�
田

幸
子

夏
も
涼
し
清
水
わ
く
池
の
真
鯉
た
ち
餌
に
群
れ
泳
ぐ
も
ど
こ
か
ゆ
っ
た
り

三
留
と
く
子

手
入
れ
怠
り
今
年
の
花
の
小
さ
き
を
わ
び
つ
つ
眺
む
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン

岡
元

芳
子

保
育
園
の
七
夕
飾
り
に
ゆ
れ
る
夢
花
屋
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
宇
宙
飛
行
士

杉
本

照
世

終
戦
の
記
念
日
の
朝
暑
く
し
て
さ
ん
ご
樹
の
実
の
赤
く
光
り
ぬ

瀧
本
三
重
子
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